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愛鳥愛鳥作品コンクールで金賞受賞
　

　６月 13 日、野鳥保護の推進と愛鳥思想の普及啓発を図る事を

目的に実施される愛鳥作品コンクールの地区審査で、書の部に出

品した高原小学校４年生の織田崇杜（たかと）さんの作品が、見事

金賞を受賞しました。

　織田さんが受賞された金賞は、西諸地区各小学校から出品され

た多数の作品の中から、最も優れた作品にのみ与えられる名誉あ

る賞です。今回の結果により、宮崎県審査への出品が決定し、夏休

み期間は宮崎市大淀川学習館で展示されることとなりました。

東大東大生が高原町で企画合宿

　６月４、５日、東大温泉サークル「ＯＫＲ（オケル）」所属の東京

大学生２名が高原町を訪れ、奥霧島温泉郷のブランディング、学

生ワーケーションの可能性探求、オリジナル商品開発などをテー

マに企画合宿を行いました。

　当事業は、本町と連携協定を結んでいる日本航空宮崎支店が企

画したもので、温泉や神社、湧水、御池などの観光資源を体感した

学生は、「高原町は炭酸泉や湧水など他地域に勝る資源があり、今

後も資源を活用した PR 方法を研究したい。」と話していました。

広原広原小学生が地域から学ぶ

　６月 20 日、広原小学校の１年生がこうはらあじさい園を訪れ、

地域の人との交流や学校以外の施設利用の方法を学ぶことを目

的に野外学習を行いました。

　園内では、こうはらあじさい園の高原清男さんが、あじさい

の種類や名前、施設ができるまでの経緯などを説明しながら案

内を行いました。あいにくの雨でしたが、児童の皆さんは、き

れいに咲き誇るあじさいに、目を輝かせながら園内を見学して

いました。

「人権「人権の花」運動における花苗等の贈呈式を実施
　

　６月 10 日、「人権の花」運動の令和４年度実施校となった高原中学校

と後川内中学校に、町から花苗等の贈呈を行いました。

　この運動は、互いに協力し合いながら花を栽培することによって、子

どもの情操をより豊かにし、命の大切さや相手への思いやりという、基

本的人権の尊重の精神を身につけてもらうことを目的に、都城人権啓発

活動地域ネットワーク協議会、都城人権擁護委員協議会及び宮崎地方法

務局都城支局との共催により実施されています。これから花の栽培を通

して、人権の大切さを考える機会にして欲しいです。

まちのわだい

県自治県自治会（区会）連合会長表彰受賞

　６月８日、令和４年度宮崎県自治会（区会）連

合会総会が宮崎市で開催され、同総会の場で宮崎

県自治会（区会）連合会長表彰式が行われました。

　この表彰は自治会活動等を長きにわたりご尽力

いただいた永年勤続者へ贈られるもので、西川嘉

宏祓川区長、松石忠湯之元区長、古賀孝治中平区

長、村上末男元常盤台区長（区長歴10年）が受賞

されました。

牛乳牛乳の消費拡大！「みんなで牛乳を飲もう！」
　

　６月７日、「父の日に牛乳（ちち）を贈ろう！」キャンペーンとして、

JAこばやし酪農部会高原支部長の勝吉裕二さんと部会員の井ノ上美

里さんが来庁され、町長へ牛乳・乳製品の贈呈を行いました。

　牛乳や乳製品消費拡大の一環として、父の日の定番ギフトに定着

させることを目指し、キャンペーンを行っています。牛乳等に含ま

れるカルシウムは、丈夫な骨や歯を作るために不可欠な栄養素です

が、体内では作り出せません。特に成長期のお子さんに必要な栄養

素ですので、牛乳をたくさん飲みましょう。

左から　松石湯之元区長、古賀中平区長、西川祓川区長　　 　村上元常盤台区長左から　松石湯之元区長、古賀中平区長、西川祓川区長　　 　村上元常盤台区長

新たに新たに地域おこし協力隊着任

　６月１日、本年度３人目となる地域おこし協力隊員とし

て、千葉県から川合一生さんが着任しました。

　川合さんには、奥霧島地域商社ツナガルたかはる株式会

社を中心に、空き家対策や事業承継の推進活動に取り組ん

でいただきます。

　「地域の方と交流が深められるよう、よく似ていると言わ

れる某キャラクターにちなんで、『一生さん』と気軽に話し

かけていただけたら嬉しいです。」と話していました。

「第54「第54回まつり高原2022」決起大会開催
　

　５月31日、高原町商工会にて商工会青年部が各関係機関及

び関係者を招き、第54回まつり高原2022の決起大会を行いま

した。

　主催者である商工会青年部を代表し、部長の脇田樹さんが

「今年は昨年以上に工夫を凝らした『まつり高原』にしたい。」

と強い決意を述べられました。

　まつり当日は、ステージイベントや露店、毎年大人気の約

3,000発の花火が夜空を照らします。ぜひ、お越しください。
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相
談
者
の
笑
顔
と
今
で
も
続
く

　
　
　
　
繋
が
り
が
や
り
が
い
に

　
私
は
、
平
成
16
年
か
ら
６
期
間
、

上
麓
区
二
葉
の
民
生
委
員
を
務
め

て
き
ま
し
た
。

　
始
め
た
こ
ろ
は
、
民
生
委
員
の

知
識
な
ど
全
く
な
い
状
態
で
、
手

探
り
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
地
図

を
片
手
に
、
子
育
て
世
代
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方

の
多
種
多
様
な
相
談
に
苦
労
も
多

か
っ
た
事
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
慣
れ
て
く
る
と
次
第
に
、
親
身

に
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
相
談
者
の
喜
ぶ
顔

が
見
ら
れ
た
り
、
時
に
は
泣
い
て

感
謝
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
や
り

が
い
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
交
流
の
あ
っ
た
子
ど
も
達
は
、

今
で
も
私
の
顔
を
見
る
と
、
笑
顔

で
大
き
く
手
を
振
っ
て
く
れ
ま

す
。

　
民
生
委
員
と
聞
く
と
、
相
談
し

て
き
た
方
の
問
題
を
自
身
で
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、

敷
居
が
高
く
感
じ
る
方
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
際
は
、
一
人

で
抱
え
込
ま
ず
行
政
と
連
携
し
、

相
談
者
と
行
政
の
橋
渡
し
と
な
る

こ
と
が
大
切
な
役
割
で
す
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
民
生
委
員
自
身
の

負
担
も
軽
減
し
、
円
滑
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
民
生
委
員
を
務
め

た
こ
と
で
、
地
域
の
方
や
子
ど
も

た
ち
と
の
繋
が
り
を
よ
り
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
他

の
地
区
の
同
じ
民
生
委
員
同
士
で

の
繋
が
り
も
で
き
ま
し
た
。

　
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

地
域
に
と
っ
て
必
要
な
存
在
で
あ

り
、
や
り
が
い
の
あ
る
民
生
委
員

を
、
一
緒
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る

仲
間
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

高原町民生委員児童委員協議会

会長　大迫　典子さん

高原町民生委員児童委員協議会

会長　大迫　典子さん

○民生委員をご存知ですか？

　民生委員とは、「民生委員法」に定められた無報酬の地方公務員で、市町村、さらには県の推薦会において、民

生委員になるにふさわしいか選考された後、厚生労働大臣から委嘱されます。任期は３年です。

　なお、児童福祉法により児童委員を兼ねる事が定められており、正式には「民生委員・児童委員」と呼びます。

また、市町村ごとに子どもや子育てに関する支援を専門に担当する「主任児童委員」がおり、特定の受け持ち地

域を持たずに地域の民生委員と連携して子育て支援や児童の健全育成活動に取り組んでいます。

○民生委員の役割

　民生委員の役割は、民生委員法に次のとおり定められています。

　・地域住民の生活状況の把握

　・生活に関した相談に応じ、助言や援助等の実施

　・行政や社会福祉団体等との連携

　このように、民生委員は、行政と住民をつなぐ役割を担っています。

　ここ 20 年で社会情勢が大きく変わり、少子高齢化や児童・高齢者への虐待、度重なる災害など、地域の課題が

複雑化・多様化するにつれ、民生委員はさらに重要な役割となっています。

身近な
 相談相手
身近な
 相談相手民生委員・児童委員民生委員・児童委員

～令和４年は民生委員一斉改選の年です～～令和４年は民生委員一斉改選の年です～

歳末たすけ合い運動で施設を訪問する民生委員歳末たすけ合い運動で施設を訪問する民生委員

鹿
児
島
の
舞
台
へ
立
て
る
よ
う

　
　
初
挑
戦
で
も
最
大
の
努
力
を

　
「
ま
お
28
の
３
」
号
は
父
｟
信
浩
｠

名
義
で
す
が
、
私
が
飼
養
管
理
を

し
、
本
大
会
に
挑
ん
で
お
り
ま
す
。

私
が
主
と
な
っ
て
大
き
な
大
会
に

挑
戦
す
る
の
は
初
め
て
で
す
が
、

こ
の
度
、
西
諸
代
表
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
た
く
さ

ん
の
方
々
の
ご
協
力
の
賜
物
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
借

り
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
挑
戦
す
る
「
ま
お
28
の
３
」

号
は
、
前
回
大
会
の
第
11
回
宮
城

全
共
の
第
７
区
｟
総
合
評
価
群
｠
に

挑
戦
し
た
牛
で
す
。
前
回
は
西
諸

予
選
で
敗
退
と
な
り
、
悔
し
い
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
第
４

区
の
出
品
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、

同
じ
牛
で
リ
ベ
ン
ジ
で
き
る
こ
と

を
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
は
個
別
の
飼
養
管
理
と
朝

に
運
動
と
洗
い
込
み
、
夕
方
に
洗

い
込
み
と
調
教
を
し
て
お
り
、
夕

方
は
Ｊ
Ａ
・
役
場
等
の
関
係
機
関

の
方
々
に
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
目
標
と
し
ま
し
て
は
、

８
月
の
宮
崎
県
代
表
決
定
検
査
を

突
破
し
、
全
国
で
少
し
で
も
良
い

結
果
を
皆
様
に
報
告
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
今
の
私
が
で
き
る
こ
と
は
、
と

に
か
く
継
続
し
て
頑
張
る
事
で
す

が
、
同
じ
区
の
出
品
者
と
足
並
み

を
揃
え
ら
れ
る
よ
う
に
最
大
の
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

い
た
だ
き
な
が
ら
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　
今
後
の
目
標
は
、
私
と
同
じ
く

第
４
区
｟
繁
殖
雌
牛
群
｠
で
選
出
さ

れ
た
４
名
の
農
家
と
協
力
し
て
、

８
月
に
行
わ
れ
る
宮
崎
県
代
表
決

定
検
査
で
代
表
と
な
り
、
鹿
児
島

の
地
で
皆
様
に
最
高
の
報
告
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
町
か
ら
全
共
へ
の
出
品
は
３

大
会
前
の
平
成
19
年
に
開
催
さ
れ

た
鳥
取
全
共
以
来
、
叶
っ
て
い
な

い
状
況
で
す
。

　
今
回
い
た
だ
い
た
チ
ャ
ン
ス
と

皆
様
の
ご
声
援
・
ご
協
力
に
感
謝

し
な
が
ら
、
諸
先
輩
方
の
雪
辱
を

果
た
せ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

高
原
町
か
ら
出
品
を
果
た
し
、　

　
鹿
児
島
の
地
で
最
高
の
報
告
を

　
こ
の
度
、
皆
様
の
ご
声
援
・
ご

協
力
に
よ
り
本
大
会
の
西
諸
代
表

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
度
、「
あ
い
か
」
号
で
本
大

会
の
県
出
品
対
策
共
進
会
を
経
験

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
自

分
の
納
得
の
い
く
結
果
を
出
す
こ

と
が
で
き
ず
悔
し
い
思
い
を
し
ま

し
た
。現
在
は
、
そ
の
時
の
反
省
を

生
か
し
な
が
ら
、
日
々
の
飼
養
管

理
と
併
せ
ま
し
て
、
朝
に
運
動
と

洗
い
込
み
、
夕
方
に
調
教
を
行
う

飼
養
管
理
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

　
調
教
に
つ
い
て
は
、
牛
を
立
た

せ
て
い
る
時
の
客
観
的
な
観
察
が

１
人
で
は
難
し
い
た
め
、
応
援
し

て
く
だ
さ
る
農
家
や
Ｊ
Ａ
・
役
場

等
の
関
係
機
関
の
方
々
に
協
力
を

　６月３日、西諸畜連において、５年に１度の「和牛の

オリンピック」と呼ばれる第12回全国和牛能力共進

会（鹿児島県大会）の西諸代表決定検査（種牛の部）が

開催されました。数度にわたる検査を見事突破し、本

町から２頭が西諸代表に選出され、８月６日に西諸畜

連で開催される宮崎県代表決定検査に出場します。

Interv iew大濵一文さん

（下後川内区）

「あいか号」

（真華盛×美穂

国×勝平正）

Interv iew宮田将弥さん

（並木区）

「まお28の3」

（義美福×忠富

士×安平）

名義

宮田信浩さん

家族・関係者と共に調教に励む

毎日朝夕の２回、丁寧に洗いこみを行う

目指せ！第 12 回全国和牛能力共進会目指せ！第 12 回全国和牛能力共進会

広報たかはる 4



相
談
者
の
笑
顔
と
今
で
も
続
く

　
　
　
　
繋
が
り
が
や
り
が
い
に

　
私
は
、
平
成
16
年
か
ら
６
期
間
、

上
麓
区
二
葉
の
民
生
委
員
を
務
め

て
き
ま
し
た
。

　
始
め
た
こ
ろ
は
、
民
生
委
員
の

知
識
な
ど
全
く
な
い
状
態
で
、
手

探
り
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
地
図

を
片
手
に
、
子
育
て
世
代
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方

の
多
種
多
様
な
相
談
に
苦
労
も
多

か
っ
た
事
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
慣
れ
て
く
る
と
次
第
に
、
親
身

に
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
相
談
者
の
喜
ぶ
顔

が
見
ら
れ
た
り
、
時
に
は
泣
い
て

感
謝
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
や
り

が
い
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
交
流
の
あ
っ
た
子
ど
も
達
は
、

今
で
も
私
の
顔
を
見
る
と
、
笑
顔

で
大
き
く
手
を
振
っ
て
く
れ
ま

す
。

　
民
生
委
員
と
聞
く
と
、
相
談
し

て
き
た
方
の
問
題
を
自
身
で
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、

敷
居
が
高
く
感
じ
る
方
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
際
は
、
一
人

で
抱
え
込
ま
ず
行
政
と
連
携
し
、

相
談
者
と
行
政
の
橋
渡
し
と
な
る

こ
と
が
大
切
な
役
割
で
す
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
民
生
委
員
自
身
の

負
担
も
軽
減
し
、
円
滑
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
民
生
委
員
を
務
め

た
こ
と
で
、
地
域
の
方
や
子
ど
も

た
ち
と
の
繋
が
り
を
よ
り
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
他

の
地
区
の
同
じ
民
生
委
員
同
士
で

の
繋
が
り
も
で
き
ま
し
た
。

　
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

地
域
に
と
っ
て
必
要
な
存
在
で
あ

り
、
や
り
が
い
の
あ
る
民
生
委
員

を
、
一
緒
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る

仲
間
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

高原町民生委員児童委員協議会

会長　大迫　典子さん

高原町民生委員児童委員協議会

会長　大迫　典子さん

○民生委員をご存知ですか？

　民生委員とは、「民生委員法」に定められた無報酬の地方公務員で、市町村、さらには県の推薦会において、民

生委員になるにふさわしいか選考された後、厚生労働大臣から委嘱されます。任期は３年です。

　なお、児童福祉法により児童委員を兼ねる事が定められており、正式には「民生委員・児童委員」と呼びます。

また、市町村ごとに子どもや子育てに関する支援を専門に担当する「主任児童委員」がおり、特定の受け持ち地

域を持たずに地域の民生委員と連携して子育て支援や児童の健全育成活動に取り組んでいます。

○民生委員の役割

　民生委員の役割は、民生委員法に次のとおり定められています。

　・地域住民の生活状況の把握

　・生活に関した相談に応じ、助言や援助等の実施

　・行政や社会福祉団体等との連携

　このように、民生委員は、行政と住民をつなぐ役割を担っています。

　ここ 20 年で社会情勢が大きく変わり、少子高齢化や児童・高齢者への虐待、度重なる災害など、地域の課題が

複雑化・多様化するにつれ、民生委員はさらに重要な役割となっています。

身近な
 相談相手
身近な
 相談相手民生委員・児童委員民生委員・児童委員

～令和４年は民生委員一斉改選の年です～～令和４年は民生委員一斉改選の年です～

歳末たすけ合い運動で施設を訪問する民生委員歳末たすけ合い運動で施設を訪問する民生委員
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

ほほえみ館通信
　健康に関するわだいをお届けします　『自分の健康は自分で守りましょう』

食中毒予防の原則は？食中毒予防の原則は？
　腹痛や下痢、おう吐などの症状が急に出たことはありませんか？そんな時に疑われるもののひとつが「食中毒」
です。家庭で食中毒を防ぐためには、細菌の場合は、細菌を食べ物に「つけない」、食べ物に付着した細菌を「増や
さない」、食べ物や調理器具に付着した細菌を「やっつける」という３原則になります。また、ウイルスの場合は食
品中では増えないので「増やさない」はあてはまりません。ウイルスの場合は、台所に「持ち込まない」、「ひろげない」、
食べ物にウイルスを「つけない」、加熱して「やっつける」という４原則になります。

 細菌の食中毒を防ぐ３原則

　① つけない ＝ 洗う！分ける！　　　　　　　　　　
・調理を始める前、生の肉や魚、卵を扱う前後、トイレに行った後や鼻をかんだ後、おむつ交換の後などは必

ず手を洗いましょう。
・まな板や調理器具は使用するごとにきれいに洗い、できれば殺菌しましょう。

　② 増やさない ＝ 低温で保存する！
・食べ物に付着した菌を増やさないようにするためには、低温で保存することが重要です。肉や魚などの生鮮

品や総菜は、購入後できるだけ早く冷蔵庫に入れましょう。
・冷蔵庫に入れても細菌はゆっくり増殖するので、早めに食べましょう。

　③ やっつける ＝ 加熱処理！
・ほとんどの細菌やウイルスは加熱によって死滅しますので、中心部まで十分加熱することが大事です。中心

部を 75℃で１分以上加熱することが目安です。
・ふきんやまな板、包丁などの調理器具にも、細菌やウイルスが付着します。洗剤でよく洗ってから、熱湯を

かけて殺菌しましょう。台所用殺菌剤の使用も効果的です。
　

 ウイルスの食中毒を防ぐ４原則

　① 持ち込まない ＝ 健康状態の把握・管理！
・調理する人が台所にウイルスを持ち込まないためには、ウイルスに感染しない、台所に入らないことが必要です。

日頃から健康管理や健康状態の把握を行い、おう吐や下痢のある場合などは調理を行わないようにしましょう。
　② ひろげない ＝ 手洗い、定期的な消毒・清掃！

・万が一、台所にウイルスが持ち込まれても、それが食品に付着しなければ食中毒には至りません。そのために、
手洗いや調理器具の洗浄、消毒を定期的に行いましょう。

　③ つけない ＝ 洗う！分ける！　※細菌の食中毒を防ぐ３原則①と同じ

　④ やっつける ＝ 加熱処理！　※細菌の食中毒を防ぐ３原則③と同じ
　

　ほほえみ館では、へらしお・ベジ活に取り組んでいます。町内各
店でも減塩食品を購入できたり、お試しで使えたりできます。血圧
や健康が気になる方、興味がある方は、ぜひお店にＧＯ！！

【お問い合わせ先】ほほえみ館健康づくり推進係（☎42－４８２０）

　マイナポイント第２弾は、第１弾のキャッシュレス決済サービスでチャージやお買い物をする時にポイントが付

与される事業に加え、健康保険証の利用申込を行った方と公金受取口座の登録を行った方にポイントが付与される

ものです。

注　意　事　項

※マイナンバーカードを令和４年９月末までに申請した方が対象となります。

※マイナポイントの申込期限は令和５年２月末までとなります。

※マイナンバーカードの申請方法やマイナポイントの申込方法等については、総務省又は高原町のホー

ムページをご確認いただくか、町民福祉課住民係までお問い合わせください。

※マイナポイントの付与申込開始前に、健康保険証としての利用申込や公金受取口座の登録を行った方

は、ポイント付与についての申込手続が別途必要となります。

　高原町のマイナンバーカードの普及率は 44％で、全国平均

を下回っています（令和４年６月現在）。今後、健康保険証

利用など、どんどん便利になっていくマイナンバーカードを、

この機会にぜひ申請しましょう！

　高原町のマイナンバーカードの普及率は 44％で、全国平均

を下回っています（令和４年６月現在）。今後、健康保険証

利用など、どんどん便利になっていくマイナンバーカードを、

この機会にぜひ申請しましょう！

【お問い合わせ先】

町民福祉課住民係　☎42－１０６７
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　健康に関するわだいをお届けします　『自分の健康は自分で守りましょう』

食中毒予防の原則は？食中毒予防の原則は？
　腹痛や下痢、おう吐などの症状が急に出たことはありませんか？そんな時に疑われるもののひとつが「食中毒」
です。家庭で食中毒を防ぐためには、細菌の場合は、細菌を食べ物に「つけない」、食べ物に付着した細菌を「増や
さない」、食べ物や調理器具に付着した細菌を「やっつける」という３原則になります。また、ウイルスの場合は食
品中では増えないので「増やさない」はあてはまりません。ウイルスの場合は、台所に「持ち込まない」、「ひろげない」、
食べ物にウイルスを「つけない」、加熱して「やっつける」という４原則になります。

 細菌の食中毒を防ぐ３原則

　① つけない ＝ 洗う！分ける！　　　　　　　　　　
・調理を始める前、生の肉や魚、卵を扱う前後、トイレに行った後や鼻をかんだ後、おむつ交換の後などは必

ず手を洗いましょう。
・まな板や調理器具は使用するごとにきれいに洗い、できれば殺菌しましょう。

　② 増やさない ＝ 低温で保存する！
・食べ物に付着した菌を増やさないようにするためには、低温で保存することが重要です。肉や魚などの生鮮

品や総菜は、購入後できるだけ早く冷蔵庫に入れましょう。
・冷蔵庫に入れても細菌はゆっくり増殖するので、早めに食べましょう。

　③ やっつける ＝ 加熱処理！
・ほとんどの細菌やウイルスは加熱によって死滅しますので、中心部まで十分加熱することが大事です。中心

部を 75℃で１分以上加熱することが目安です。
・ふきんやまな板、包丁などの調理器具にも、細菌やウイルスが付着します。洗剤でよく洗ってから、熱湯を

かけて殺菌しましょう。台所用殺菌剤の使用も効果的です。
　

 ウイルスの食中毒を防ぐ４原則

　① 持ち込まない ＝ 健康状態の把握・管理！
・調理する人が台所にウイルスを持ち込まないためには、ウイルスに感染しない、台所に入らないことが必要です。

日頃から健康管理や健康状態の把握を行い、おう吐や下痢のある場合などは調理を行わないようにしましょう。
　② ひろげない ＝ 手洗い、定期的な消毒・清掃！

・万が一、台所にウイルスが持ち込まれても、それが食品に付着しなければ食中毒には至りません。そのために、
手洗いや調理器具の洗浄、消毒を定期的に行いましょう。

　③ つけない ＝ 洗う！分ける！　※細菌の食中毒を防ぐ３原則①と同じ

　④ やっつける ＝ 加熱処理！　※細菌の食中毒を防ぐ３原則③と同じ
　

　ほほえみ館では、へらしお・ベジ活に取り組んでいます。町内各
店でも減塩食品を購入できたり、お試しで使えたりできます。血圧
や健康が気になる方、興味がある方は、ぜひお店にＧＯ！！

【お問い合わせ先】ほほえみ館健康づくり推進係（☎42－４８２０）
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

　

九
州
南
部
は
６
月
11
日
に
梅
雨

入
り
し
、
毎
日
、
う
っ
と
お
し
い

日
が
続
い
て
い
ま
す
。
夏
が
来
る

前
に
や
っ
て
く
る
梅
雨
の
時
期
は
、

傘
を
差
し
て
出
掛
け
る
の
も
億
劫

に
な
り
ま
す
し
、
じ
め
じ
め
し
た

日
が
続
き
、
苦
手
だ
と
い
う
人
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
雨

が
降
ら
な
い
と
田
ん
ぼ
の
用
水
が

不
足
し
た
り
、
夏
場
の
水
道
水
に

影
響
が
出
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
時
期
、
町
内
で
は
、

沿
道
で
咲
く
あ
じ
さ
い
を
よ
く
見

掛
け
ま
す
。
ま
た
、
個
人
で
長
年

か
け
て
あ
じ
さ
い
園
を
整
備
さ
れ

た
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
時
期

し
か
見
ら
れ
な
い
雨
に
映
え
る
あ

じ
さ
い
を
眺
め
な
が
ら
、
季
節
の

移
ろ
い
を
感
じ
る
の
も
粋
な
梅
雨

の
過
ご
し
方
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

梅
雨
明
け
は
、
平
年
で
あ
れ
ば
７

月
15
日
頃
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
今
年
は
早
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
広
報

た
か
は
る
が
町
民
の
皆
さ
ん
の
手

に
届
く
頃
は
梅
雨
明
け
の
夏
空
が

広
が
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

出
水
期
｟
し
ゅ
っ
す
い
き
｠
と

い
う
言
い
方
が
あ
り
ま
す
。
一
般

的
に
は
６
月
～
10
月
で
集
中
豪
雨

｟
梅
雨
｠
や
台
風
の
多
い
時
期
が
出

水
期
に
当
た
り
ま
す
。
近
年
、
こ

の
出
水
期
に
全
国
で
豪
雨
に
よ
る

水
害
や
土
砂
災
害
が
激
甚
化
・
頻

発
化
し
て
い
ま
す
。
統
計
デ
ー
タ

か
ら
も
、
豪
雨
災
害
の
発
生
頻
度

は
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
で
す
。
近
年
の
豪
雨
に
よ
る
災

害
で
は
、
令
和
３
年
８
月
の
西
日

本
を
中
心
に
発
生
し
た
被
害
、
令

和
２
年
７
月
豪
雨
で
熊
本
県
を
中

心
に
九
州
や
中
部
地
方
な
ど
日
本

各
地
で
発
生
し
た
集
中
豪
雨
被
害
、

令
和
元
年
８
月
の
前
線
に
伴
う
大

雨
で
は
、
九
州
北
部
を
中
心
に
多

く
の
人
的
被
害
や
建
物
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

雨
の
降
り
方
が
変
化
し
て
い
る

背
景
の
一
つ
に
は
、
地
球
温
暖
化

の
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
温
室
効
果
ガ
ス

が
高
い
レ
ベ
ル
で
排
出
さ
れ
続
け

る
と
、
大
雨
の
日
数
や
ゲ
リ
ラ
豪

雨
の
発
生
頻
度
が
更
に
高
く
な
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
原
町
で
は
、
平
成
５
年
の
６

月
か
ら
９
月
ま
で
続
い
た
長
雨
に

よ
り
町
内
で
土
砂
災
害
、
橋
の
流

出
な
ど
数
百
カ
所
の
災
害
が
発
生

し
復
旧
に
数
年
を
要
し
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
年
の
よ
う
に
台
風
に
よ

る
倒
木
、
停
電
、
断
水
な
ど
に
よ

り
町
民
生
活
に
大
き
な
影
響
が
出

て
い
ま
す
。
河
川
氾
濫
に
よ
る
被

害
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
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　今月号では、災害対策本部の設置状況と情報提供

のお願いについて掲載します。

　高原町では、大雨の場合、気象庁から警報が発表

されると同時に「情報連絡本部」という災害対策組

織を立ち上げます。警報には大雨警報（土砂災害）と

大雨警報（浸水害）がありますが、いずれの警報でも

同じように情報連絡本部の設置を行います。

　さらに、大雨の状況を見ながら災害警戒本部、災

害対策本部へと本部体制を格上げしていき、本部体

制の格上げと同時に庁舎等にて待機する職員数が

増加していき、災害対策の体制が強化されていきま

す。

　本部設置後は、降雨の状況等に応じて職員が「災

害が発生していないか、発生しそうな場所はない

か」など、町内の巡回確認も行います。

　しかしながら、町内全域をくまなく巡回すること

は非常に困難ですので、ご自宅付近に異常を感じる

場合や、がけ等の崩土など災害の予兆、また、災害の

発生を発見した場合には、役場総務課まで情報提供

くださいますようお願いいたします。

　また、消防団員も巡回、広報等をする場合があり

ますので、消防団員に伝えていただくことも可能で

す。

　ただし、むやみに外に出る行為や河川の状況を確

認しに行く行為は、災害に巻き込まれる可能性があ

りますのでお控えいただくようお願いいたします。

在宅時や通勤時等に災害発生等を見かけた際には

ご一報くださいますようお願いいたします。

　基本的には警報の発表が予想される前段では、総

務課危機管理係の職員が登庁、待機しておりますの

で、災害に係るお問合せ等がございましたら役場総

務課までお問合せください。

防災関連連載　　Vol.34

　「高原町メールサービス」では、防災関連情報をメール配信しています。    

　下記の URL に空メールを送るか、右記の QR コードを読み取る事で、登録することが

できます。町民の皆様の登録をお願いします。

　URL:t-takaharu@sg-p.jp( 空メールをお送りください。）

災害対策本部について

サマージャンボ７億円
（1等5億円・前後賞各1億円合わせて）

サマージャンボミニ３千万円
（1等3千万円）

この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよい

まちづくりに使われます。

 ７月５日●火　 ２種類同時発売!
各1枚 300円

公益財団法人宮崎県市町村振興協会

発売期間 ７/５（火）〜８/５（金）
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〇特定世帯とは　

　国民健康保険の加入者が、後期高齢者医療制度に移行して、国民健康保険の加入者が２人世帯から単身世帯にな

ることです。

　特定世帯に該当した月から５年間、国民健康保険税のうち医療分及び後期高齢者支援金分の平等割額が２分の１

軽減されます。５年を経過した後も特定世帯を継続している場合は、さらに３年間４分の１軽減されます。

　ただし、低所得軽減に該当している世帯は、減額された平等割額の２分の１または４分の１軽減されます。

〇未就学児の属する世帯への軽減について（新制度の設立）

　令和４年度から、子育て世帯の経済的負担軽減のため、未就学児（平成２８年４月２日以降に生まれた方）が属

する世帯は、未就学児に係る均等割額の５割が軽減されます。

　ただし、低所得者世帯への軽減（７割・５割・２割）の対象となる世帯は、軽減後に未就学児に係る均等割額を

５割軽減します。また、高原町においては、軽減後に残った未就学児に係る均等割額を全額減額します。この軽減

を受けるための申請書類等の提出は不要です。

〇特別徴収（年金天引き）の開始要件について　

　次の１～５全て該当する場合は、世帯主の年金から天引きされます。

　１．世帯主が国民健康保険の加入者である。

　２．世帯の加入者全員が 65 歳以上 75 歳未満である。

　３．世帯主の年金額が、18 万円（年額）以上である。

　４．国民健康保険税と介護保険料の合算額が、世帯主の年金額の２分の１を超えない方ある。

　５．世帯主の介護保険料が特別徴収である。

　※上記の特別徴収の対象者であっても、年度途中で国民健康保険の資格を取得された方は、その年度中は普通徴

　収（納付書払い等）となります。

〇特別徴収（年金天引き）から普通徴収（口座振替）への変更について

　特別徴収（年金天引き）で国民健康保険税を納付されている方は、町民福祉課保険係の窓口で申請することにより、

特別徴収（年金天引き）から普通徴収（口座振替）に変更することができます。申請時は、利用されている後述の

金融機関の通帳と通帳印を持参ください。宮崎銀行、高鍋信用金庫、こばやし農業協同組合、九州労働金庫、ゆうちょ

銀行となります。

　現在、特別徴収（年金天引き）の対象でない方でも、特別徴収の対象になると自動的に年金から天引きに切り替

わります。

　特別徴収（年金天引き）の中止手続きには申請から２か月以上日数を要しますので予めご了承ください。

〇令和４年度国民健康保険税納税通知書等の発送について

　令和４年７月中旬頃に令和４年度国民健康保険税の納税通知書等を発送予定です。

　国民健康保険事業は、皆様に納付していただいている保険税で運営を賄っています。納税通知書に記載されてい

る納付期限内納付をよろしくお願いします。

〇所得の申告について

　所得申告が未申告のままですと、国民健康保険税の税額の算定、限度額適用認定証の負担区分（医療機関等で支

払う必要がある個人負担分）などに大きく影響します。

　つきましては、所得申告をされていない方は、税務課にお問合せください。

　税務課の連絡先　☎ 42-２１１３

　国民健康被保険者証の更新について

　令和４年８月１日から令和５年７月 31 日まで利用できる、国民健康被保険者証（薄いあずき色）を令和４年７月

中旬頃に発送予定です。有効期限を迎えた保険証は、個人情報を特定されないよう破棄してください。ただし、後

期高齢者医療制度に移行される方等は、有効期限が異なります。

○令和４年度の国民健康保険税の税率について

国民健康保険税＝医療分＋後期高齢者支援金分＋介護納付金分

　令和３年度から変更となった令和４年度の税率等については、上記表中の課税限度額の医療分が２万円と後期高

齢者支援金分が 1万円の合計３万円の増額となりました。

　その他の税率等については、変更ありません。

〇国民健康保険税の軽減について

　前年中の世帯の総所得金額が一定基準以下の場合には、均等割と平等割が軽減されます。

※軽減制度が適用されるのは、世帯主（国保加入者でない世帯主も含む）及び国民健康保険の加入者全員が申告を

済ませている世帯に限られますので、所得を申告していない世帯には、軽減制度が適用されません（会社等から給

与支払報告書や公的年金等支払報告書が提出されている場合を除く。）。

区 分 計算の基礎
医療分

(加入者全員対象)

後期高齢者支援金分

（加入者全員対象）

介護納付金分

(40～64 歳の加入者)

⑴所得割
所得割基準

(令和３年中の所得)
8.65％ 3.39％ 2.27％

⑵均等割 加入者数に応じた計算 30,977 円 11,251 円 11,073 円

⑶平等割 1世帯当たりで計算 22,395 円 8,134 円 5,661 円

課税限度額

（令和３年度）

1,020,000 円

（990,000 円）

650,000 円

（630,000 円）

200,000 円

（190,000 円）
170,000 円

軽減割合 減額される世帯 減額後の税額 医療分 後期分 介護分

７割軽減
世帯の合計所得が 43 万円＋10 万円×

（年金・給与所得者の人数－１）以下

均等割

（１人につき）
9,293 円 3,375 円 3,321 円

平等割

（世帯につき）
6,718 円 2,440 円 1,698 円

５割軽減

世帯の合計所得が 43 万円＋10 万円×

（年金・給与所得者の人数－１）＋28 万

５千円×（被保険者及び特定同一世帯所

属者の人数） 以下

均等割

（１人につき）
15,488 円 5,625 円 5,536 円

平等割

（世帯につき）
11,197 円 4,067 円 2,830 円

２割軽減

世帯の合計所得が 43 万円＋10 万円×

（年金・給与所得者の人数－１）＋52 万

×（被保険者及び特定同一世帯所属者の

人数） 以下

均等割

（１人につき）
24,781 円 9,000 円 8,858 円

平等割

（世帯につき）
17,916 円 6,507 円 4,528 円

広報たかはる 10
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払う必要がある個人負担分）などに大きく影響します。

　つきましては、所得申告をされていない方は、税務課にお問合せください。

　税務課の連絡先　☎ 42-２１１３
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投票時間　午前７時～午後６時

投票場所　町内 17 箇所の投票所
※入場券に投票所名が記載してありますのでご確認ください。

【お問い合わせ先】　　高原町選挙管理委員会（☎　42-２１１１　内線 180）

　　　　　　　　　　高原町明るい選挙推進協議会　高原町選挙管理委員会

期日前投票

投票日（７月 10 日）に下記の理由に該当する場合は、期日前投票を行うことができます。

★期日前投票を行うことができる方

・投票日に仕事、冠婚葬祭の用務がある方

・投票日に何らかの用務（レジャーや買物などの私用も含む）がある方

※ただし、期日前投票において「宣誓書」の記載が必要です。

★期日前投票所

・高原町役場１階第２会議室

※期日前投票される方は、投票所入場券をご持参ください。

不在者投票

投票日（７月 10 日）に、宮崎県選挙管理委員会が指定する病院や老人ホームなどの施設にいる方、あるいは、

名簿登録地以外で投票をする方は、従来どおり不在者投票ができます。

★期日前・不在者投票ができる期間

６月 23 日（木）～７月９日（土）

※上記の期間中、午前８時 30 分～午後８時まで投票ができます（土・日含む）。

★変更点

今回の選挙から、第１投票所の会場が「ほほえみ館中研修室」
に変更となります。

※第１投票所以外の投票所に変更はありません。

　後期高齢者医療制度について

○保険証の発送

　今年は、令和４年 10 月１日から一定以上の所得がある方は、医療費の窓口負担割合が１割から２割になる制度変

更が実施されます。この制度変更に対応するため、宮崎県後期高齢者医療広域連合から、後期高齢者医療制度の加

入者全員に保険証が２回送られてきますので注意が必要です。

　保険証の発送予定日と有効期限は、次のとおりとなります。

　③の２回目発送時に、該当者には、制度が反映された（窓口負担割合２割）保険証が届きます。

〇後期高齢者医療保険料納入通知書等の発送

　令和４年７月中旬頃に発送予定です。

〇後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証の発送

　前年度から負担区分に変更がない方のみ、令和４年７月中に発送予定です。

〇保険料について

　9.08％（所得割額）＋48,400 円（均等割額）＝保険料（限度額：660,000 円）

【所得割額】

　被保険者の所得に応じて負担（前年度中の総所得金額等－基礎控除額 43 万円「合計所得金額 2,400 万以下」）

ただし、基礎控除額は、合計所得金額によって異なります。

【均等割額】

　被保険者全員が負担します。

〇保険料の軽減について　

　世帯の所得に応じて、保険料の均等割額が以下のとおり軽減されます。

〇所得の申告について

　所得申告が未申告のままですと、後期高齢者医療保険料の算定、限度額適用認定証の負担区分（医療機関等で支

払う必要がある個人負担分）などに大きく影響します。

　つきましては、所得申告をされていない方は、税務課にお問合せください。

　税務課の連絡先　☎ 42-２１１３　

② １回目送付

　令和４年７月中に発送予定の

保険証は水色です。有効期限は、

令和４年８月１日から令和４年

９月30日までです。

① 利用中の保険証

　現在、利用中の保険証（うぐい

す色）の有効期限は、令和４年７

月31日までです。

③ ２回目発送

　令和４年９月中に発送予定の

保険証は、ダイダイ色です。

有効期限は、令和４年 10 月 1 日か

ら令和５年７月 31 日までです。

均等割の

軽減割合

対象者の所得要件

（世帯主及び世帯の被保険者全員の総所得金額等の合計額）

７割 43 万円＋10 万円×（年金・給与所得者の人数－１）以下

５割 43 万円＋28.5 万円×（同じ世帯にいる被保険者数）＋10 万円×（年金・給与所得者の数－１）以下

２割 43 万円＋52 万円×（同じ世帯にいる被保険者数）＋10 万円×（年金・給与所得者の数－１）以下
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投票時間　午前７時～午後６時

投票場所　町内 17 箇所の投票所
※入場券に投票所名が記載してありますのでご確認ください。

【お問い合わせ先】　　高原町選挙管理委員会（☎　42-２１１１　内線 180）

　　　　　　　　　　高原町明るい選挙推進協議会　高原町選挙管理委員会

期日前投票

投票日（７月 10 日）に下記の理由に該当する場合は、期日前投票を行うことができます。

★期日前投票を行うことができる方

・投票日に仕事、冠婚葬祭の用務がある方

・投票日に何らかの用務（レジャーや買物などの私用も含む）がある方

※ただし、期日前投票において「宣誓書」の記載が必要です。

★期日前投票所

・高原町役場１階第２会議室

※期日前投票される方は、投票所入場券をご持参ください。

不在者投票

投票日（７月 10 日）に、宮崎県選挙管理委員会が指定する病院や老人ホームなどの施設にいる方、あるいは、

名簿登録地以外で投票をする方は、従来どおり不在者投票ができます。

★期日前・不在者投票ができる期間

６月 23 日（木）～７月９日（土）

※上記の期間中、午前８時 30 分～午後８時まで投票ができます（土・日含む）。

★変更点

今回の選挙から、第１投票所の会場が「ほほえみ館中研修室」
に変更となります。

※第１投票所以外の投票所に変更はありません。
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

募
　
　
集

全
国
安
全
週
間
に
つ
い
て

　
「
人
命
尊
重
」
と
い
う
基
本
理
念
の
も

と
、
自
主
的
な
労
働
災
害
防
止
活
動
を
推

進
し
、
安
全
意
識
の
高
揚
と
安
全
活
動
の

定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
全
国
安
全

週
間
を
展
開
し
ま
す
。

　
『
安
全
は
急
が
ず
焦
ら
ず
怠
ら
ず
』
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
７
月
１
日
か
ら
７
月
７

日
に
実
施
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
で
労
働
災
害
防
止
の
重
要
性
に
つ
い

て
認
識
を
深
め
、
自
主
的
な
安
全
活
動
を

着
実
に
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

　◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
健
康
安
全
課

　
☎
０
９
８
５-

38-

８
８
３
５

第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
の

　
　
　
請
求
は
お
済
み
で
す
か

　
戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を
き

た
し
、
戦
没
者
等
を
忘
れ
な
い
弔
意
の
意

を
表
す
た
め
、
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
し

国
か
ら
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
対
象
者

　
令
和
２
年
４
月
１
日
を
基
準
日
に
、

「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
遺
族
年
金
」
等
を
受
け
る
方
｟
戦
没

者
等
の
妻
や
父
母
等
｠が
い
な
い
場
合
、

最
初
の
順
位
の
方

○
特
別
弔
慰
金

　
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

○
請
求
期
限
　
令
和
５
年
３
月
31
日

※

期
限
を
過
ぎ
る
と
特
別
弔
慰
金
を

受
け
る
権
利
が
消
失
し
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
原
町
町
民
福
祉
課
福
祉
係

　
☎
42-

１
０
６
７

　
宮
崎
県
指
導
監
査
・
援
護
課

　
☎
０
９
８
５-

26-

７
０
６
１

は
か
り
の
検
査
に
つ
い
て

　
取
引
又
は
証
明
に
使
用
す
る
「
は
か

り
」
は
計
量
法
に
よ
り
、
２
年
に
１
回
の

検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
左
記
の
日
程
で
検
査
が
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は

必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

○
検
査
日
時
　
７
月
15
日｟
金
｠

　
午
前
10
時
～
正
午

○
会
場
　
高
原
町
役
場
庁
舎
東
側
車
庫

○
そ
の
他

・
計
量
士
に
よ
る
検
査
を
受
検
さ
れ
る

場
合
は
、免
除
さ
れ
ま
す
。

・
検
査
に
は
、「
は
か
り
」
に
応
じ
た
手
数

料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
ご
不
明
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
産

業
創
生
課
も
し
く
は
宮
崎
県
計
量
検

定
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
原
町
産
業
創
生
課

　
☎
42-

２
１
２
８

　
宮
崎
県
計
量
検
定
所

　
☎
０
９
８
５-

58-

２
９
２
９

赤
い
羽
根
広
報
絵
画
の
募
集

　
社
会
福
祉
法
人
宮
崎
県
共
同
募
金
会

で
は
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
｟
以
下
、

「
運
動
」
と
い
う
。｠
の
広
報
の
た
め
絵
画

を
募
集
し
、
広
報
資
材
の
原
画
と
し
て
使

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
運
動
の
普
及
拡
大

と
あ
た
た
か
い
助
け
合
い
の
心
の
輪
を

広
げ
る
と
と
も
に
、
運
動
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
次
の

と
お
り
絵
画
を
募
集
し
ま
す
。

〇
応
募
資
格
　
制
限
な
し

※
た
だ
し
、
応
募
作
品
は
１
人
３
点

ま
で
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

〇
応
募
方
法

①
原
画
は
、用
紙
１
枚
に
つ
き
１
点

②
用
紙
の
裏
面
に
必
要
事
項
を
記
入

③
用
紙
の
裏
面
に
原
画
の
説
明(

意

味
・
意
図
な
ど)

を
記
入

〇
応
募
締
切
　
７
月
22
日｟
金
｠

　※

当
日
消
印
有
効

〇
審
査
発
表
　
９
月
上
旬
頃

〇
入
選
作
品

　
最
優
秀
作
　
１
点 

２
万
円

　
優 

秀 

作
　
４
点 

５
千
円

　
佳    

作
　
15
点 

３
千
円

　
努 

力 

賞
　
20
点 

記
念
品

          

｟
高
校
生
以
下
の
み
｠

※

高
校
生
以
下
に
あ
っ
て
は
、
賞
金

を
商
品
券
等
に
代
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
県
共
同

募
金
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
法
人
宮
崎
県
共
同
募
金
会

　
宮
崎
県
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
人
材
研
修
館
内

　
☎
０
９
８
５‐

22‐

３
８
７
８

Town　Information

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

　
仕
事
や
学
業
な
ど
で
、
平
日
の
開
庁
時

間
内
に
窓
口
へ
来
ら
れ
な
い
方
の
た
め
、

左
記
の
日
程
で
窓
口
時
間
の
延
長
と
休

日
の
窓
口
開
設
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

〖
７
月
の
延
長
窓
口
〗

○
日
時
　
７
月
７
日｟
木
｠

　
午
後
５
時
15
分
～
午
後
７
時

○
場
所
　
高
原
町
役
場
１
階

　
町
民
福
祉
課
住
民
係

〖
７
月
の
休
日
開
庁
〗

　※

事
前
予
約
が
必
要

○
日
時
　
７
月
24
日｟
日
｠

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
｟
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
｠

○
場
所
　
高
原
町
役
場
１
階

　
町
民
福
祉
課
住
民
係

○
予
約
締
切
日
　
７
月
20
日｟
水
｠

　
午
後
５
時
ま
で

　※

定
員
に
な
り
次
第
、
予
約
を
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
注
意
事
項

・
休
日
開
庁
に
つ
い
て
は
予
約
制
で
す

の
で
、必
ず
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
前
予
約
が
０
件
の
場
合
、
開
庁
い
た

し
ま
せ
ん
。

・
正
面
玄
関
は
施
錠
さ
れ
て
い
る
た
め
、

役
場
西
側
｟
守
衛
室
側
｠
か
ら
お
入
り

く
だ
さ
い
。

・
窓
口
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

関
す
る
手
続
き
の
み
受
付
け
ま
す
。
紛

失
等
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
再
交
付
｟
有
料
｠
は
、
平
日
の
み
の
受

付
け
と
な
り
ま
す
。
各
種
証
明
書
の
発

行
や
住
民
異
動
届
は
受
付
け
で
き
ま

せ
ん
。

・
15
歳
未
満
の
方
の
手
続
き
は
、
法
定
代

理
人
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。
本
町

の
シ
ス
テ
ム
に
て
同
一
世
帯
の
続
柄

が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
法
定
代
理

人
と
本
人
の
関
係
を
確
認
で
き
る
戸

籍
謄
本
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
福
祉
課
住
民
係

　
☎
42-

１
０
６
７

　
Ｅ
メ
ー
ル

cyoumin@town.takaharu.lg.jp

た
か
は
る
よ
り
ど
り
交
流
市
開
催

　
７
月
も
元
気
に
開
催
‼

　
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇
日
時
　
７
月
17
日｟
日
｠

　
午
前
９
時
～
午
後
１
時

〇
場
所
　
高
原
町
総
合
運
動
公
園

〇
ふ
る
ま
い

　
ス
イ
カ
の
試
食｟
無
料
｠

※

配
布
状
況
に
よ
っ
て
は
、
途
中
で
終

了
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〇
イ
ベ
ン
ト

　
水
遊
び
広
場
の
解
放｟
無
料
｠

※

家
庭
で
使
用
さ
れ
る
ビ
ニ
ー
ル
プ

ー
ル
を
会
場
内
に
設
置
し
ま
す
。

※

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
よ
り
、イ
ベ

ン
ト
や
ふ
る
ま
い
は
中
止
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

〇
そ
の
他

☆
出
店
者
・
出
店
企
業
募
集
中
！

イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
も
活
用
で
き

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

☆
交
流
市
の
内
容
に
関
す
る
情
報
は
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
「
た
か
は
る
よ
り
ど
り

交
流
市
」を
チ
ェ
ッ
ク
！

　
◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
た
か
は
る
よ
り
ど
り
交
流
市
事
務
局

　
☎
42-

３
９
６
８

　
☎
０
８
０-

９
６
６
４-
１
４
２
１

働
き
た
い
ア
ナ
タ
の
た
め
の

　
　
　
　
　
就
職
サ
ポ
ー
ト
窓
口

　
宮
崎
県
で
は
、
宮
崎
市
、
延
岡
市
、
都
城

市
の
３
カ
所
に
み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
こ
れ
か
ら

就
職
・
再
就
職
を
し
よ
う
と
す
る
方
々

の
不
安
や
悩
み
に
関
す
る
個
別
相
談
や

適
職
診
断
、
職
場
体
験
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
高
原
町
へ
の
出
張
相
談
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。

○
対
象

　
就
職
を
目
指
す
15
歳
～
49
歳
の
無

業
の
方
と
そ
の
家
族

○
相
談
日
　

　
７
月
26
日｟
火
｠・
９
月
27
日｟
火
｠

　
11
月
22
日｟
火
｠・
１
月
24
日｟
火
｠

　
３
月
28
日｟
火
｠

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

　(

一
人
約
50
分
・
予
約
制)

○
会
場
　
ほ
ほ
え
み
館
　
会
議
室

○
そ
の
他

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
サ
ポ
ス
テ
・
プ
ラ
ス
　
サ
テ
ラ
イ
ト
都
城

　
☎
０
９
８
６-

36-

６
５
１
０

お
知
ら
せ

まちの掲示板
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募
　
　
集

全
国
安
全
週
間
に
つ
い
て

　
「
人
命
尊
重
」
と
い
う
基
本
理
念
の
も

と
、
自
主
的
な
労
働
災
害
防
止
活
動
を
推

進
し
、
安
全
意
識
の
高
揚
と
安
全
活
動
の

定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
全
国
安
全

週
間
を
展
開
し
ま
す
。

　
『
安
全
は
急
が
ず
焦
ら
ず
怠
ら
ず
』
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
７
月
１
日
か
ら
７
月
７

日
に
実
施
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
で
労
働
災
害
防
止
の
重
要
性
に
つ
い

て
認
識
を
深
め
、
自
主
的
な
安
全
活
動
を

着
実
に
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

　◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
健
康
安
全
課

　
☎
０
９
８
５-

38-

８
８
３
５

第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
の

　
　
　
請
求
は
お
済
み
で
す
か

　
戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を
き

た
し
、
戦
没
者
等
を
忘
れ
な
い
弔
意
の
意

を
表
す
た
め
、
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
し

国
か
ら
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
対
象
者

　
令
和
２
年
４
月
１
日
を
基
準
日
に
、

「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
遺
族
年
金
」
等
を
受
け
る
方
｟
戦
没

者
等
の
妻
や
父
母
等
｠が
い
な
い
場
合
、

最
初
の
順
位
の
方

○
特
別
弔
慰
金

　
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

○
請
求
期
限
　
令
和
５
年
３
月
31
日

※

期
限
を
過
ぎ
る
と
特
別
弔
慰
金
を

受
け
る
権
利
が
消
失
し
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
原
町
町
民
福
祉
課
福
祉
係

　
☎
42-

１
０
６
７

　
宮
崎
県
指
導
監
査
・
援
護
課

　
☎
０
９
８
５-

26-

７
０
６
１

は
か
り
の
検
査
に
つ
い
て

　
取
引
又
は
証
明
に
使
用
す
る
「
は
か

り
」
は
計
量
法
に
よ
り
、
２
年
に
１
回
の

検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
左
記
の
日
程
で
検
査
が
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は

必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

○
検
査
日
時
　
７
月
15
日｟
金
｠

　
午
前
10
時
～
正
午

○
会
場
　
高
原
町
役
場
庁
舎
東
側
車
庫

○
そ
の
他

・
計
量
士
に
よ
る
検
査
を
受
検
さ
れ
る

場
合
は
、免
除
さ
れ
ま
す
。

・
検
査
に
は
、「
は
か
り
」
に
応
じ
た
手
数

料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
ご
不
明
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
産

業
創
生
課
も
し
く
は
宮
崎
県
計
量
検

定
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
原
町
産
業
創
生
課

　
☎
42-

２
１
２
８

　
宮
崎
県
計
量
検
定
所

　
☎
０
９
８
５-

58-

２
９
２
９

赤
い
羽
根
広
報
絵
画
の
募
集

　
社
会
福
祉
法
人
宮
崎
県
共
同
募
金
会

で
は
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
｟
以
下
、

「
運
動
」
と
い
う
。｠
の
広
報
の
た
め
絵
画

を
募
集
し
、
広
報
資
材
の
原
画
と
し
て
使

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
運
動
の
普
及
拡
大

と
あ
た
た
か
い
助
け
合
い
の
心
の
輪
を

広
げ
る
と
と
も
に
、
運
動
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
次
の

と
お
り
絵
画
を
募
集
し
ま
す
。

〇
応
募
資
格
　
制
限
な
し

※

た
だ
し
、
応
募
作
品
は
１
人
３
点

ま
で
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

〇
応
募
方
法

①
原
画
は
、用
紙
１
枚
に
つ
き
１
点

②
用
紙
の
裏
面
に
必
要
事
項
を
記
入

③
用
紙
の
裏
面
に
原
画
の
説
明(

意

味
・
意
図
な
ど)

を
記
入

〇
応
募
締
切
　
７
月
22
日｟
金
｠

　※

当
日
消
印
有
効

〇
審
査
発
表
　
９
月
上
旬
頃

〇
入
選
作
品

　
最
優
秀
作
　
１
点 

２
万
円

　
優 

秀 

作
　
４
点 

５
千
円

　
佳    

作
　
15
点 

３
千
円

　
努 

力 

賞
　
20
点 

記
念
品

          

｟
高
校
生
以
下
の
み
｠

※

高
校
生
以
下
に
あ
っ
て
は
、
賞
金

を
商
品
券
等
に
代
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
県
共
同

募
金
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
法
人
宮
崎
県
共
同
募
金
会

　
宮
崎
県
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
人
材
研
修
館
内

　
☎
０
９
８
５‐

22‐

３
８
７
８
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

公
共
職
業
訓
練
校

　
　
訓
練
生
の
募
集
に
つ
い
て

　
小
林
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
求
職
中

の
方
が
職
業
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン
な
ど

に
関
す
る
知
識
・
技
能
を
習
得
し
、
早
期

就
職
を
促
進
す
る
た
め
の
訓
練
を
９
月

に
開
講
い
た
し
ま
す
。　

○
訓
練
日
時
　

　
９
月
16
日｟
金
｠～
12
月
15
日｟
木
｠

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
月
～
金
曜
日｟
祝
日
除
く
｠３
か
月
間

○
定
員
　
20
名

○
費
用
　
受
講
料
無
料

※

教
材
費
８
，
２
９
５
円
、
資
格
取
得

の
た
め
の
受
験
料
、
保
険
料
等
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

○
募
集
期
間
　
７
月
７
日｟
木
｠

　
　
　
　
　
　
～
８
月
23
日｟
火
｠

○
申
込
方
法

　
公
共
職
業
安
定
所
に
相
談
し
、
入
校

申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
選
考
日
　
８
月
29
日｟
月
｠

○
会
場
　
小
林
高
等
職
業
訓
練
校

　
詳
し
く
は
、
公
共
職
業
安
定
所
及
び
訓

練
校
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
林

　
☎
23-

２
１
７
１

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城

　
☎
０
９
８
６-

22-

１
７
４
５

海
上
保
安
学
校
生
募
集

　
海
上
保
安
庁
で
は
、
次
の
通
り
海
上
保

安
官
を
目
指
す
学
生
を
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

〖
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験
〗

〇
受
付
期
間
　
７
月
19
日｟
火
｠

　
　
　
　
　
　
～
７
月
28
日(

木)

〇
第
１
次
試
験
日
　
９
月
25
日｟
日)

〖
海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用
試
験
〗

〇
受
付
期
間
　
８
月
25
日｟
木
｠

　
　
　
　
　
　
～
９
月
５
日｟
月
｠

〇
第
一
次
試
験
日

　
10
月
29
・
30
日｟
土
・
日
｠

　
申
込
方
法
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
海
上
保
安
部
管
理
課

　
☎
０
９
８
７-

22-

３
０
２
２

無
料
調
停
手
続
相
談
会

　
都
城
地
区
調
停
協
会
で
は
、
身
近
な
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
話
し
合
い
に
よ
っ
て

解
決
を
目
指
す
調
停
制
度
の
普
及
を
目

的
に
調
停
制
度
の
利
用
手
続
き
の
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

〇
日
時
　
７
月
24
日｟
日
｠

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

〇
場
所 

ウ
ェ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

〇
申
込
　
当
日
受
付
・
予
約
不
要

〇
内
容

　
お
金
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
、
交
通
事

故
や
土
地
建
物
の
ト
ラ
ブ
ル
、
遺
産
相

続
や
夫
婦
間
・
親
族
間
の
も
め
ご
と

な
ど
に
つ
い
て
、
裁
判
所
の
調
停
を
利

用
す
る
手
続
き
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

〇
そ
の
他

・
既
に
訴
訟
、
調
停
に
な
っ
て
い
る
事
件

の
相
談
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
相
談
会
は
直
接
紛
争
解
決
を
図
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
都
城
地
区
調
停
協
会

　
☎
０
９
８
６-

23-

４
１
３
１

Town　Information

西
諸
広
域
行
政
事
務
組
合

　
職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

　
西
諸
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、
令
和

４
年
度
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

〇
試
験
区
分
　
消
防
吏
員
Ａ
・
Ｂ

〇
採
用
予
定
人
員
　
１
名
程
度

〇
要
件

〖
消
防
吏
員
Ａ
〗

　
平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

※

学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

※

第
一
次
試
験
は
大
学
卒
業
程
度
で

実
施
し
ま
す
。

〖
消
防
吏
員
Ｂ
〗

　
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

※

学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

※

第
一
次
試
験
は
高
校
卒
業
程
度
で

実
施
し
ま
す
。　

※

消
防
吏
員
Ａ
・
Ｂ
い
ず
れ
も
性
別
は

問
い
ま
せ
ん
が
、
身
体
条
件
、
住
所
要

件
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

〇
試
験
日

〖
第
１
次
試
験
〗９
月
18
日｟
日
｠

〖
第
２
次
試
験
〗10
月
下
旬
｟
予
定
｠

〇
受
付
時
間

　
午
前
８
時
15
分
～
午
前
８
時
45
分

〇
試
験
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
０
時
30
分

〇
場
所
　
西
諸
広
域
行
政
事
務
組
合

｟
災
害
支
援
拠
点
施
設
内
｠

〇
試
験
の
方
法

〖
第
１
次
試
験
〗

　
教
養
試
験
、適
性
検
査

〖
第
２
次
試
験
〗

　
作
文
試
験
、個
別
面
接
試
験
、

　
体
力
試
験

〇
受
付
期
間

　
８
月
１
日(

月)

～
８
月
19
日(

金)

※

期
間
中
の
国
民
の
祝
日
を
除
く
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
８
時
15
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で

〇
受
験
申
込
書
の
交
付

　
西
諸
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局

｟
災
害
支
援
拠
点
施
設
内
｠、
中
央
消
防

署
、
え
び
の
消
防
署
、
高
原
分
遣
所
、
野

尻
分
遣
所
、
須
木
分
遣
所
で
交
付
し
ま

す
。

　
な
お
、
郵
送
に
よ
る
請
求
は
で
き
ま

せ
ん
。

〇
申
込
方
法

　
西
諸
広
域
行
政
事
務
組
合
に
直
接

提
出
す
る
か
、
郵
送
に
よ
り
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※

郵
送
に
つ
い
て
は
、「
簡
易
書
留
」
で

８
月
19
日
｟
金
｠
ま
で
の
消
印
が
あ
る

も
の
に
限
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
西
諸
広
域
行
政
事
務
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
西
諸
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局

　
〒
８
８
６‐

０
０
０
７

　
宮
崎
県
小
林
市
真
方
４
９
３
番
地

　
☎
22‐

５
５
２
６

令
和
４
年
度
自
衛
官
等
募
集

　
自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部
小
林
地

域
事
務
所
で
は
、
令
和
４
年
度
自
衛
官
等

各
種
募
集
を
行
い
ま
す
。

　
次
の
日
程
で
採
用
試
験
が
行
わ
れ
ま

す
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〖
一
般
曹
候
補
生
採
用
試
験
〗

○
資
格
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

　※
32
歳
の
者
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日

現
在
、33
歳
に
達
し
て
い
な
い
者

○
受
付
期
間

　
７
月
１
日｟
金
｠～
９
月
５
日｟
月
｠

○
試
験
日
　
９
月
17
日｟
土
｠予
定

○
会
場
　
受
付
時
に
通
知

〖
自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験
〗

○
資
格
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

　※

32
歳
の
者
は
、
採
用
予
定
月
の
１
日

か
ら
起
算
し
て
３
月
に
達
す
る
日
の

翌
月
の
末
日
現
在
、
33
歳
に
達
し
て
い

な
い
者

○
受
付
期
間

　
現
在
受
付
中
～
９
月
５
日｟
月
｠

　※

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

○
試
験
日
　

「
筆
記
試
験
」

　
９
月
17
日｟
土
｠

　
｟
９
月
12
日
～
15
日
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験
｠

「
口
述
試
験
等
」

　
９
月
22
日
｟
木
｠
～
９
月
29
日
｟
木
｠
の

　
指
定
す
る
１
日｟
予
定
｠

　※

12
月
、
１
月
、
２
月
採
用
試
験
実
施

予
定｟
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験
を
含
む
｠

○
会
場
　
受
付
時
に
通
知

　◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部

　
小
林
地
域
事
務
所

　
｟
小
林
法
務
合
同
庁
舎
２
階
｠

　
☎
22-

５
２
５
４

まちの掲示板
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公
共
職
業
訓
練
校

　
　
訓
練
生
の
募
集
に
つ
い
て

　
小
林
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
求
職
中

の
方
が
職
業
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン
な
ど

に
関
す
る
知
識
・
技
能
を
習
得
し
、
早
期

就
職
を
促
進
す
る
た
め
の
訓
練
を
９
月

に
開
講
い
た
し
ま
す
。　

○
訓
練
日
時
　

　
９
月
16
日｟
金
｠～
12
月
15
日｟
木
｠

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
月
～
金
曜
日｟
祝
日
除
く
｠３
か
月
間

○
定
員
　
20
名

○
費
用
　
受
講
料
無
料

※

教
材
費
８
，
２
９
５
円
、
資
格
取
得

の
た
め
の
受
験
料
、
保
険
料
等
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

○
募
集
期
間
　
７
月
７
日｟
木
｠

　
　
　
　
　
　
～
８
月
23
日｟
火
｠

○
申
込
方
法

　
公
共
職
業
安
定
所
に
相
談
し
、
入
校

申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
選
考
日
　
８
月
29
日｟
月
｠

○
会
場
　
小
林
高
等
職
業
訓
練
校

　
詳
し
く
は
、
公
共
職
業
安
定
所
及
び
訓

練
校
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
林

　
☎
23-

２
１
７
１

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城

　
☎
０
９
８
６-

22-

１
７
４
５

海
上
保
安
学
校
生
募
集

　
海
上
保
安
庁
で
は
、
次
の
通
り
海
上
保

安
官
を
目
指
す
学
生
を
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

〖
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験
〗

〇
受
付
期
間
　
７
月
19
日｟
火
｠

　
　
　
　
　
　
～
７
月
28
日(

木)

〇
第
１
次
試
験
日
　
９
月
25
日｟
日)

〖
海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用
試
験
〗

〇
受
付
期
間
　
８
月
25
日｟
木
｠

　
　
　
　
　
　
～
９
月
５
日｟
月
｠

〇
第
一
次
試
験
日

　
10
月
29
・
30
日｟
土
・
日
｠

　
申
込
方
法
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
海
上
保
安
部
管
理
課

　
☎
０
９
８
７-

22-

３
０
２
２

無
料
調
停
手
続
相
談
会

　
都
城
地
区
調
停
協
会
で
は
、
身
近
な
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
話
し
合
い
に
よ
っ
て

解
決
を
目
指
す
調
停
制
度
の
普
及
を
目

的
に
調
停
制
度
の
利
用
手
続
き
の
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

〇
日
時
　
７
月
24
日｟
日
｠

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

〇
場
所 

ウ
ェ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

〇
申
込
　
当
日
受
付
・
予
約
不
要

〇
内
容

　
お
金
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
、
交
通
事

故
や
土
地
建
物
の
ト
ラ
ブ
ル
、
遺
産
相

続
や
夫
婦
間
・
親
族
間
の
も
め
ご
と

な
ど
に
つ
い
て
、
裁
判
所
の
調
停
を
利

用
す
る
手
続
き
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

〇
そ
の
他

・
既
に
訴
訟
、
調
停
に
な
っ
て
い
る
事
件

の
相
談
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
相
談
会
は
直
接
紛
争
解
決
を
図
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
都
城
地
区
調
停
協
会

　
☎
０
９
８
６-

23-

４
１
３
１
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

現住人口調査　令和４年６月１日現在

対前月比 対前年同月比

総人口 ８，３９０ 人 　ー７ ー１５８

男 ４，０１１ 人 　ー３ ー６６

女 ４，３７９ 人 　　ー４ ー９２

世帯数 ３，７０９世帯 　ー４ ー３７

町の総人口

転入 １９ 出生 ２

転出 １７ 死亡 　１１

人口の動き

５月の交通事故発生状況

５月の出動状況

還付金名目のうそ電話詐欺に注意！

１１０番
　　　だより

１１９番
　　　だより

●相談窓口

　警察相談専用電話　＃９１１０

　小林警察署　☎23－０１１０ 

物損　　６

人身　　０ 年計　　４

年計　　46

●中央公民館図書室

　開室時間　平日　８：30 ～ 17：15　休日　10：00 ～ 16：00

　７月の閉室日　２日（土）、18 日（月・祝）

　※急遽、休みになる場合がございます。ご了承ください。

●お問い合わせ先　

　教育総務課社会教育係　☎42-１４８４

まだ見ぬ一冊に出会う旅

オススメ新着本①

オススメ新着本②

寄付 社会福祉協議会へ

５月受付分・敬称略

【遺族】　　　　【続柄】　　【故人】　　　　【地区名】

中村　　博　　　母　　　キヌ　　　　　並木区

山﨑　重孝　　　母　　　タキ子　　　　上麓区

今西　信幸　　　母　　　スナ子　　　　蒲牟田区

田上　照昭　　　母　　　アヤ子　　　　蒲牟田区

香典返し

善意の寄付

☆ありがとうございました。
大村文子（並木区）

　令和４年の宮崎県での還付金詐欺被害は４月末現在

で次のとおりとなっており、昨年一年間の被害を既に

上回っています。

　認知件数　　　 ６件　（令和３年中は２件）

　被害金額　　713万円　（令和３年中は100万円）

　還付金詐欺の犯人は、実在する自治体や金融機関の

職員を装って電話をかけ、言葉巧みに騙そうとします。

　電話でお金の話が出たら詐欺を疑い、すぐに家族や

警察に相談してください。

　５月中、高原町で火災

はありませんでした。

　引き続き火の取扱いには十分注意しましょう。

火災　　０

救急　　24 年計　 164

年計　　２

被害防止のために…

○固定電話は常に留守番電話設定

　（電話の相手を確認してから出ましょう！）

○口座情報などの個人情報を他人に教えない

○ATM コーナーで携帯電話を使用しない

その電話、還付金詐欺です

還付金が

あります

ＡＴＭに

行って

ＡＴＭで

電話して

魔女の宅急便　その２　キキとジジ

作／角野　栄子　　画／佐竹　美保

　「魔女の宅急便」の主人公、魔女

キキが産まれたての赤ちゃんの時

にやってきた黒猫ジジ。赤ちゃん

ベッドの陣取り合戦に始まり、ジ

ジの家出など、キキが魔女、ジジ

が魔女猫になるまでの出会いと成

長の物語。

80 歳、歩いて日本縦断

出版社／新日本出版社　　著／石川　文洋

　元戦場カメラマンで、65 歳の時

に日本海側を歩き日本縦断した作

者が、その後、大病を乗り越え 80

歳で太平洋側を北海道・宗谷岬か

ら沖縄県那覇市まで歩いて日本縦

断。東日本大震災の被災地を訪問、

全国の仲間たちとの再会、沖縄県

では基地問題を取り上げた旅の記録です。

広報たかはる 18



7 月のカレンダー

　

じ
め
じ
め
と
し
た
天
気
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
今
年
は
例
年
よ
り
早
い
梅
雨

明
け
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
本
格
的
な

夏
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
夏
と
い
え
ば
、
高
原
町
に
住

ん
で
い
れ
ば
「
ま
つ
り
高
原
」
を
思
い

浮
か
べ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
夜
空
を
彩
る
花
火
の
数
、

迫
力
は
県
内
で
も
有
名
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
素
晴
ら
し
い
祭
の
裏

で
は
、
主
催
の
商
工
会
青
年
部
の
皆
さ

ん
が
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、
自
分
の
時

間
を
犠
牲
に
し
て
準
備
・
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。
商
工
会
青
年
部
の
方
か
ら

話
を
聞
く
こ
と
が
幾
度
か
あ
り
ま
し
た

が
、
町
を
盛
り
上
げ
た
い
、
伝
統
を
繋

げ
た
い
、
と
熱
い
想
い
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
、
久
し
ぶ
り
の
夏
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
高
原
町
の
素
晴
ら
し
い
祭
を
、

ま
た
商
工
会
青
年
部
の
方
の
熱
い
想
い

を
し
っ
か
り
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
取
材

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
「
ま
つ
り
高
原
」
に
足
を

運
び
、
高
原
町
の
夏
を
満
喫
し
ま
し
ょ

う
。

 

石
ヶ
野

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課

8 金
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館
子牛生産検査・予防注
射（2・3月生） 町内一円 農畜産振興課

9 土

トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館
成牛セリ市（妊娠牛・
乳子牛・和牛ET） 西諸畜連 農畜産振興課

生涯学習講座（書道） 中央公民館 10:00 ～ 11:30 教育総務課社会教育係

10 日
リサイクル・有害・
その他ごみの日

各リサイクル
集積所 7:30 ～ 9:00 町民福祉課

11 月
古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区

の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課
生涯学習講座
（薬草・漢方） 中央公民館 10:00 ～ 11:30 教育総務課社会教育係

12 火

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館
母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館
3歳6か月児健診 ほほえみ館 13:00 ～ 13:30受付 ほほえみ館
生涯学習講座
（ペーパークラフト） 中央公民館 9:30 ～ 11:30 教育総務課社会教育係

13 水

廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館
郡子牛品評会 西諸畜連 農畜産振興課
消費生活相談 高原町役場 10:00 ～ 15:00 総合政策課
生涯学習講座
（ボランティア） 中央公民館 9:30 ～ 11:30 教育総務課社会教育係

14 木

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館
和牛登録検査 高原畜産振興

センター 農畜産振興課
人権相談 ほほえみ館 10:00 ～ 15:00 総合政策課

15 金

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館
民児協定例会 ほほえみ館

中研修室 13:30 ～ 16:30 社会福祉協議会

16 土
トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館
生涯学習講座
（手づくり：似顔絵） 中央公民館 9:30 ～ 11:30 教育総務課社会教育係

17 日

18 月
● 海の日
もやせるごみの日
（祝日収集）

もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

19 火
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館
皇子原学園
（映像の世界） ほほえみ館 9:30 ～ 11:00 教育総務課社会教育係

20 水

廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館
オレンジカフェたかはいさの 南狭野区東前野 14:00 ～ 16:00 高齢者あんしん係
子牛セリ市 西諸畜連 農畜産振興課
町民生活相談所 ほほえみ館 9:00 ～ 12:00 社会福祉協議会

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課
21 木

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館
子牛セリ市 西諸畜連 農畜産振興課

22 金
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館
子牛セリ市 西諸畜連 農畜産振興課

23 土

トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館
生涯学習講座（書道） 中央公民館 10:00 ～ 11:30 教育総務課社会教育係
生涯学習講座（健幸） 高原小か高原

中グラウンド 10:00 ～ 12:00 教育総務課社会教育係
24 日

25 月 生涯学習講座（ヨガ） ほほえみ館 19:00 ～ 20:30 教育総務課社会教育係

26 火
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館
母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館
オレンジカフェたかはい上麓 霧島団地前 10:00 ～ 12:00 高齢者あんしん係

27 水
廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

28 木
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館
9月セリ子牛BL採血検査 町内一円 農畜産振興課

29 金
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館
成牛セリ市（妊娠牛） 西諸畜連 農畜産振興課

30 土 夏休み親子講座（写真） 中央公民館 9:00 ～ 11:30 教育総務課社会教育係
31 日

8 月のカレンダー
1 月 生涯学習講座（色鉛筆） 中央公民館 9:30 ～ 11:30 教育総務課社会教育係

2 火

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館
全共宮崎県代表決定
検査（第6区～第8区） 西諸畜連 農畜産振興課

生涯学習講座（川柳） 中央公民館 9:30 ～ 11:30 教育総務課社会教育係

3 水
もやせないごみの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館
町民生活相談所 ほほえみ館 9:00 ～ 12:00 社会福祉協議会

4 木
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館
民児協定例会 ほほえみ館

中研修室 13:30 ～ 16:30 社会福祉協議会

5 金 肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

6 土

トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館
全共宮崎県代表決定
検査（第2区～第5区） 西諸畜連 農畜産振興課

夏休み子ども講座（習字） 中央公民館 9:30 ～ 11:00 教育総務課社会教育係
7 日

今月は、 固定資産税 （2期）、 国民健康保険税 （2期）、
後期高齢者医療保険料 （1期）、
介護保険料 （2期） の納期です。
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広
報

　鹿児山区の県道沿いに、かわいい動物たちが現れました。

　これは、実家が鹿児山区にある久留勇也さん（下麓区）が繁殖牛の農業に専業で取り組むよう

になったことをきっかけに、妻の美里さん、友人の皿良舞さん、奥野純一郎さんに協力をもらい

製作されたものです。勇也さんは「コロナ禍などで暗い気持

ちになりがちな今、道行く人が少しでも元気になればと願い、

鹿児山区の皆さんが取り組んでこられたあじさいロードをさ

らに楽しんでもらえたらとの思いで製作しました。」と話され

ていました。鹿児山区の皆さんの取組に、若い力が加わり、

さらに魅力ある地域づくりとなっています。

　鹿児山区の県道沿いに、かわいい動物たちが現れました。

　これは、実家が鹿児山区にある久留勇也さん（下麓区）が繁殖牛の農業に専業で取り組むよう

になったことをきっかけに、妻の美里さん、友人の皿良舞さん、奥野純一郎さんに協力をもらい

製作されたものです。勇也さんは「コロナ禍などで暗い気持

ちになりがちな今、道行く人が少しでも元気になればと願い、

鹿児山区の皆さんが取り組んでこられたあじさいロードをさ

らに楽しんでもらえたらとの思いで製作しました。」と話され

ていました。鹿児山区の皆さんの取組に、若い力が加わり、

さらに魅力ある地域づくりとなっています。

鹿児山の牧草ロールアート鹿児山の牧草ロールアート
まちの

あじさいと動物の牧草ロール

我が家の
　アイド

父：将也さん　母：里子さん　（並木区）

～Message ～

　元気いっぱいの瑠香ちゃん♡

　これからも元気に大きく育ってね‼

田上　瑠香 ちゃん (11 か月 )

　ル　 カ
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